
犠

　　　　　2．位置及び交逼「．二

．現場の位置・∫　．・　　’　戸　　　　　　4

　愛知縣北設樂都名倉村川向字鬼沢

　（田口鉄道三河蜘駅の北努約4kmの位置にある）

現場に至る径路

三河甲・講響三繋・藷現場

　現場よりのi搬出径路

　　　木馬　　牛ゾヴ　　　・索道
　現場一→土場一→貯鉱場一→　　、・
　　0．5km　　・1km　　　　　70畢

　　　　　　　　　トラック
　　　　　騨側積腸苅賦ラ河田噸』

　　　　　　3，沿、革’
　か　ら
　昭郡24年9月現鉱業権者によつて始めて鉱区が設定．

慧れ，同年10月に事業に着手して，現在に及んでいる。

　　　　　4・地形及び地質
　本地域は境川の支流鬼沢の西岸にあつて，各斜面地較
’
、
的
急 であつて，谷挾く平坦地が少い。

，本地域の地質は領家片瞬岩類」石英斑岩様岩石，・石英　・

．脈よりなる。後二者は前者を貫いている＆片麻岩類の走

向はN5qン》60。E，傾斜は：N50～70。であって，R10◎E

、及びN300Eの方向に走る断層があるQ，

　　　　　　5．鑛　床
　本地域の鉱床は雲母片岩の薄暦を俘う石英片岩を母岩

とする熱水性の交代鉱床である。．その母岩は珪化作用を

・受けている。N500Eの方向に延長62mに亘つて3鉱

一体の露頭がある。最東部の露頭は石英質の部分が大部分

を占めて鉱化駄況劣勢で，そあ西端はN100Eの方向

，の断層によつて切られている6延長20・uの中め露頭は

i走向N500～600E，傾斜N600であつて，ぞの東の部

分は殆んど石英よφなつていて，残りの部分が稽々鉱仰　’

作用が進ん宅いて．N3G。Eの方向に延びる粕土脈によ

ρて貫かれている。最も鉱化作用の優勢な部分は中卑の

長さ8m，幅3皿の部分であるが，その深さは5mに、

達しな》であろう。西端の露頭は下30。Eの方向に走

・る断暦の北側にあつて，長さ6皿の坑道により探鉱さ

れ七いるが，5m足らずゐ延長と約3mの鑛幅とを持

つ鉱体と推定され郵

　　　　　・6．鑛石及び品位
鉱戸をっ更る主なマンガン鋤はバラ廟鷹華マソ

澗ソ鉱・テフロ石・マンガジ柘溜石等を俘う宅いる。脈

石として石英が主で，僅か1こ方解石細脈と黄鉄鉱ノ）小粒

とが認められる。從つて珪酸含有率高く午均して50％近

くと見込まれるが，テフ冒石が加わつている関係上・Mn

含有率は割含に高く《，平均して釦％狸度と推定寄れ

るQ　　　　　 　　　．

　　　　　　7・隅　況
　調査当特の本鉱山の現況は下に示されるo

㌧（1）稼行鉱床数…2『稼行坑道数・・4　鄭羽1数一、・2

　　手掘
　（2）選鉱雄石取捨の程度
（3）特別設備　　索道70皿

（4）労務ロ者　　坑夫5

（5）月　産’翫

　　　　　8．結・論
本地域の鉱床は何れも深さ浅く5導に達するものは1

ないであううo中の鉱体は一免庵1は下部状況を朗：かにする

事が考えられるが，期待をおく事が出来ぬQ西の鉱体嫡

鑓押探鉱を行うべきであるが，5m以上の延長を考える

事が無理であろ5。東の露頭は全く稼行に値しないもの

と考える。　　　　　　　　　（昭和25年．3月調査）
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　　　　　　　　　要・約
　　，清水市内では，地下水法による地化学探査の結果によ，・

　　砿剛に滞繍4・m±滞水暦中に天然ガスの存

　　在が確認される◎市内江尻台町に於ける試錐の結果が良
噸

　　好であるならば，巴川に澹う．挾長なガス賦存地区も，稼

　　、行の対象として考えられる。

　　　　　　　　　1．緒　・言
　　　昭和25年3月13日から5日間，清水市内の天然ガス1、

　　調査を行つた。調査現場に於いては，水温，pH，CO2，

　　HCO3，C1，dissol　CH4。を測定した◎その測定結果は，・

　。雀末頁に記してある。本調査に際して，編泉化学工業株

　　式会祉の倉田正夫，．宮川光雄両氏の協力を得た。記して

　　謝意を表する。・

　　　　・2・位置，地形及び含ガス層

　調査地は乳溝水市を中心≧して，「部庵原郡飯田村，，

庵原村に及ぶ東西2・5km，南北3・5kmの面積約7・5

k：m2あ地域で1この中に47の測点をとつた。（測点位置

図参照）

　　　　♂湘
く蹴呼避・瓢篭
　　　　○鵠毛→O船。認
　　　・15－N》むQ姦執

嘱☆鵜も
詔　蓮悔東　　　　Oli『R　Q旧　 ’

　　　　　　。，5．。黛Qll－5

　　　　　　　　。1＼・

　　　　　　　　　09・　　　　　　　08¶R　　　＼
　　　　　　　　　　○

’．サ

頼できる坑井柱状図は，市内追分，同江尻台町の福泉化

挙工業株式会杜の試掘井だけである（第1図A，B点）Q

（第9図参照）Qそれによると，地表下約、200「m迄は，

第四紀暦の砂・礫・粘土の互暦で，内湾性の堆積物と思

われる。

　本調査に際しては，坑井を深暦井（36m＋）と浅暦井
（1～3m±）とに秀けた。前者には自噴井があるが，後者

にはないo　　　　　　　　　　　　　　、

　含ガス暦は，大和町で地下50m附近に確認されてお

鱈姉内の灘46m前後の櫨井戸にを馬ガスの自
噴がみられるから，少なくとも40・》50恥附近には，含・

口
　」

0 ε00　　■　IOOO

6囑R
O　　O6－T

曳

監’1

第エ圖　天然ガス測黙位置圖

趨
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　　60．82

　　　　　　　60．12
　　　　　0、05
　　　　　　　　69
　　　　　　　　60，000
　　　　乗　　　　δopo監
繰　本　』遵・藩

δザス叡

　　嘱

0　　　500　　聾。oo

／

ノ

匹叫

　この区域は，有度山地と竜爪山地との中聞に位する静

岡一清水李野の最東端部にあたり，巴川は東流し来り，
臼
清
水
市内た入つて南流し清水港にそ』ぐ。海岸線に滑う

ては，213列の砂丘が存在し，叉埠頭近くには，埋立地

がある。．

　　　　　　　　り　Pこの1附近には・かって工場用水井戸が掘墾され・古く

　　　　　　　　　　　　　ホガスの噴出が晃ら池た、こともあ逢がプ現在は安倍川河水1

を，静清工業用水路によつて，1清水迄導水するため，

給水井が少く，地下地質に関する資料は殆んど無く，信

　　　　第2圖　 天然ガス瓦斯微分布圃

ガス暦が存在する。目詔し得るガス徴の存在地域は，巴．

川に滑うた挾長な地域に該当し，而もそれは深井戸爾み

に見られ，そのガス量は自噴で傘82・》0・0003m3／d町位』

を示し．、ガス水．比は1：6～’L1000である（第2図ガス

徴分布図参照）Q

　　　3．ガス及び地乍水の性質とぞの分布・

　イ）天然ガスの組成　家の如くであるo

L・αN司

13－S

15－R
16－04・

c琴4］

69．6

76。3
88．7『

OO2

0．2

0．2

0．2

・21

0．2

0
0．5

N21eal・rie

30。0

23。5

10．6

6173

6763

7867・

鵬搬のCO2－N2－CH理のもので・その熱量1糟　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、通の用途には充分である。’

　口）雌sso亙CH4（水中溶存メタン量）巴川に沿うて多

F45ザ（305）
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　　　兜織誌。
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第3圖　　天然ガス附優水中の落解CH4目盛％

　一くあらわれる（：Fig3dls　CH4参照）・』、

　　図には，計器の目盛％をもって示し孝のであるが，そ

　め数字に6を乗ずると大略のc6CH4／JH20となる。例

　えば1％なら，eccC宜4／1Z，H2q一である。一・

　　dissol　CH4の量的分布は，目で認夢られるガス徴の存

　在地域には大ぎくあらわれ，自噴ガス量とdissol　CH4
　．とは孟相関で，比較的規則正しい関係を持づているのは1

　ガスと水とが同磨暦から出て来るごとを暗示し，この推

、　定は，CIノ・HCO3・COg・pH等の量的分布を見る事によつ

　ーても支持される。、同一地域の深暦は，一般に浅暦よりも

　多量のLdissol　c耳4を有しているo：叉浅暦は1，一深暦の状

　況を反映する様に分布する。後蓮する如く，浅暦に対する

　海水ゐ浸透現象等から考えて，本地域に於いてはギス分

　布について，浅層と深層とは相当に密接な関係にあると

　思われるo調査地北東部にもo，5％（3ccCH4／1Z　H20）『、

　泣リガスが浅暦水中に含まれるが，’そこには深井戸を欠

　き，且つ地域の端にあたるため，不明の点が多い。

　　ハ）Cy，深暦準は，1撃Om紡飼1G㌣紡で，浅膚や

　236m輪解15mg／zよりは一般に大きい。深暦にこの様

　に，CI1の含韓が多いのは乳該層からの自唾が，海水面

　上2血以上までに及ぶ水圧によρていることから考え
　て，・ごの水は，ガスと’Clノ・HGO3・CO2一に富んだ同凄水

　　　　し　，（残留海水Connate　water）であろうと推i定される（第4・

　図G1ズ分布図参窯）。なおこのζとは地暦め堆積環境か

　らも推i定されるo 浅暦地下水中の（）1ノは，特徴ある分布

’　を示している。帥ち巴川に滑うて多く，叉北東部にも多

　～・oその地質状況と分布とを見れば前者は巴川に滑うて

　の，後者は清水港からの海水の倹透と推定される。調査

・／画癖

　　　・・、鑛諜

／’

第4圖　　天然ガス附随中の’CI　mgん

中15日夕刻に於ける巴川の東海道線鉄橋近くの河水の

Gyは，・950m9／〆1150mg／乙であつた。

昌）HCO3diSSQlGH4の多い所に多く，深暦井で990

mghん・29m母z，　浅層し井で　435mg／〆》29mgん　を示すo浅

層に於硬海水α髄の擬諏る地域では，HCδ，も

多い（第5図HCO3分布國参照）。

∵、庖ゾ

　『㊤磐　　　　　　3s
　　／乙。幽、。，“　gB甲2
　　　　　ロ　アの　う

　　セヘ惣

一

／①照＃戸
／c『餅戸・

　　　　懸

　　　　　　碗壕ミ
　　　　　。55ノσ吊　2，
　　　　　　　麟．齢1…　　　　／・…，

　　　　　　　　、

　　　　　ズ第5圖’天然スガ附随中のHCO3mgん’

　　　　　　　　むホ）CO2及び全炭酸　CO2は深暦水については，ギス

の多い地域に多ぐ13mgル》1mgZ己，浅暦水には，28mg／る

醒2m軌で，規則的分おを示さないが，一般に中部及び・

北部に多く10mghをこえる（第6図CQ2分布図参照）σ
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　■

　、
　　　　　　　勿　　　023　　。吟

　　．2慨》・
　　　　　　　　oユ4　　　　　　　　　　　　＝F
　　　　もも　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　

　　　　　　ob　　　　㌔

　　　　磯灘筆1……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・。繍

　　　　　　　　　　　　らま！’o馴戸　　　　’塾　　。・D8
　、405難戸　　　　　　　　　　1。

1ポ　　　　鯉誌、
　　　　　　O　　l　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　lo
　　　　　　　　　　o6　　　　　　　　　　　　0ら
　　　　　　　　禽　0　　　　　500　　　　　ゆOb

第6画 燃ガズ騰水中のCO2mg／乙

N

　　　　　F
　　　　　　　　　　　　　P
　　　　　「　　　　■　　　　　　　『　　　　　　ノもb　　も鍬　．
　　　　　　　　コ　　トロきレノ　　　　ノ　　　

　　　・鵡1虞纂認ズ

～蛮篶隷・
　　　　　　醐　繋訟　毅

　　一　　　　　　　　　　　　ゆ◎
　　　　　　　’　　　　　　声

　　　．謹全炭酸はCO2として示したがシ深暦水に723mgん～

　　’畢m輪で，HCO3の分布とよく一致し七いる。浅暦水・
、　　　は里322mg／乙～27mg／乙で多やはりHco3と似た分布を示

　　　す（第7図全炭酸分布図参照）。

　ノ④羅井戸
ノ’　Q蝕戸
　，／
－

　　　鵠＠甥，叢
　　　　　　　5（饗…罫

　　　　　　　　＼一，

　　　　　　　　　ロ　　　　や
　　　　　　　　　ヤ　　』9愚筑
　　　　　　　　　ヒ、智

　　　　　　　　　031　035

・一
第7圖π天然ガス醐匿中の至炭酸（CO2として）

第8。圃　　天然ギス附篤水中のpH：

矧！占9祠rl－D鵡中i■51B・Mg
　　　5hi碗uGむ♪5hi叉u・kqPre．・

　　　」二1000

　　0

　へ）・pH　深層水のpHは，7㌔6～7．4で弱アルカ，り性

を示レ， 東部に向つて酸性に傾くが，一般のガス鉱床に
　　　　　　　　　　　　　　ヤ於けみ　ガス賦存地域でのpHや低下現象ど同→傾向

にあるo　　　　　　’　　　　　　　　　　　　一　　聖

　浅暦水のpHは7．8’》与．7で，海水の浸透部と思わ

れる所に大きい値を示している（第8図p耳分布図参
．照）。

　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　・47一（307）’
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　聾）その他の地下水の性質

　水温汚　深暦からの自噴井水の温度は17．1。・》160C

で，非自噴井水では．17．80～10・50Cであるo叉．浅暦で

1ま18．80～7．40Cであるoな：お調査時の気温は19・20～

2．30G　であつたo

　　　　　　　，4．開護に劃する意見

　清永市内において，浅暦水中でdissol　CH4が0．3％以

，上を示す地域の面積は・巴川濃岸の約1・5≧m2であるQ

仮に坑井聞隔を200mとすれば，との中へ約．20坑井を

配置出来る。この地域はガス供給め点力疹みれば，有利

な位置14あり，叉清水市内には，水道が発達しているか
’
ら
，
揚
水 による飲料水への影響は少い。叉ガスが賦存す

るづは，巴川に滑う狭長な地域であるから，たとえ深暦

水にCyが多くとも排水は至つて容易廼ある。’40皿以
＼

深の含ガス層について試掘井により充分機討の上，．採ガ

ス可能と考えられる場合には，本調査の結果到明して㌧｝

るガス賦存状況に適した規模で，開発を進めるべきであ・

る0

　　　　　　　　　5．結‘論．
　深度40皿以浅の水井戸についての調査結果によれ
ば，地域は狡長ながら，ガスの孝在は確実である。地域

内に試掘をして下部の含ガス状況を確め，ガスの採取が

可能な場合には・小規模な企業の対象となり得るであろ・

うQ　　　　・　　、

　江尻台町の試掘嬬際しては，深度50mで400m3／面y、

の産ガスが報告されているから，ミ架所の状況も問もなく
　　　　　　　　　　　　　も鋼明するであろう。　　　　　（昭和25年3月調査》

　　　　　　　　　　◎

坑 井 覧 表

・坑井位置

15－Q

15－R
14－R
14－s－1

13－s

12－s

13－T

li－T
，11－s

．鰍u・

8－U

9－T

8－T

　6－T

　6rR
8－R

コ1－Q

10－S

畠
．
11臓

13－R
14一硯

翠一P
16－0－1

16－Q
！6－R・

ユ5－S

1生一s－2

17－s

坑鋸深度i水量

　m　　　m2’d

深井戸　　鉱5f

深井戸　　n．f

　36±I　　Ca「5f

　36±　　　Ca2｛ノ5f

　36う　　n．f

深井戸　C我5’一10f

浅井戸　　　n．f

浅井戸　　n．f

　　2　　　n．f

浅井戸　　n．f

浅井戸　　n。f

浅井戸　　n．f

浅井戸　　n．f1

浅井戸　　n，f

　3．3　　　n。f

　5士　　　n。f

浅井戸　　n．f

浅井戸　　n｛f

浅井戸　　n．f

深井戸　　n．f

浅井戸　　Ca5f

　　4　　　n．f

深井戸　　砿5f

　　3　　　n．f

　3．3　　　n．f

3’》3．5　　　　n．　f．

浅井戸　　n．f

　　5　・　n。f　．

ガス量

m3！d』

　α
　0．12

　0
」く少い

0．0003

0．001

　0、
’O

　o

　O

　O

　O

　O

－0

　0

　0

　0

　0

　0

　0．

　0

　0

0。82

　0

　0

　0

　0冷『

　0

7鱗及び
目噴状況1
（ρ・騨、囲

16．8＿fi7．4
、7．8・17．4
17．。。卜7．4

　　　～16。0…f，

10。5

16．4一・f

10．9
殉
1
2 ．3

40．5
11．7

10．9

13．1

　9。8－

13．6

18．8

12。7

　8．9

11．1．

11．0
16．8・・

15。2・ρ

13。2

17ρ1一。f

11．2

11．7

12，0

1Q．9

　9．9

．HC。IC。，「儒難諒C1ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　備　　考　　　　・　として、目盛
mg／」｝雌9／L　mg／：L　％　　mg！：L・

　58　1．1　43　0　6LO　　　　　　　　　　　　　　　　f隻・・自噴井
　　　　　ノ　990　　　7．7・、　723　　　5．2　　599。O

　　　　　　　　　　　　　　　n，年・・自噴しないi井戸
　70　　　4．4　　　　54　　　1．1　　　90σ1

672　4．4　634　1．6　81．0　　　　　　　　　　　　　　　深井戸…36毎＋

75513．2，558　2・3534・0　　　　　　　　　　　　　　　浅井戸…1瀞》2m±
　874　　　6．6　　　638ひ　　7。2　　726｛0

　111　　　7．71　’88　　胞0　　　33．移

　146　　7。7　　113　　0。2　　63・0

　174’　　7．7　　　134　　　0．6　　　36．1／

　116　　8．8　　　93　　0、2　　42．2，

　ユ』11　　　7．7　　　　88。　　0　　　　36．0

　262　　．5．5　　　195　　　0．3　　 87．3

　146　9．9，115　0．7　50．6P

　41　5．5　35『0．4　30．3
　35　　　6．0　　　　31　　　0　　　　45，0

　29　　　9．9　　　　31　　　　0　　　153。0

　　ゆ
．81．2　　5．5　　　65　　　0　　　50，5

　215　　　7．7　　　163 　　　0　　　　69，5

　134t　　5．5　・　・103　　　0．3　　　69．5

　116　　　1．1　　　　85　　　0．5　　　4：9。7

　58’2．2　44　0．3b15，3
　111　　12。1　　　　92’呂　　0　　　　57．0、

　52．27．7　45　r』71280．0
　63．917．6，・●6蔓’00　、33．O・

191．8　16．5「　155　　　0　　　19冨0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喰』
185．8　28。6　・163　　　0　　　56．5

　151　　18。7　　　123　　「、0　　　　－16．0

　435　　7．7　　322’　0。2　　236。0・

、

、
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＼

坑井位置

18－R
　19－s

　20－S

2G一勾

19一◎

18－P

20－0

19－0
17－M：4

15－N

14－M
13－M：

13－0

12トP
’15－P

16－O－2

19－L

i7－0

17－M－2

坑井聚度

m
　　6

　3。3

浅井戸

浅井戸

　　4．

浅井戸

　3。6、

≒3

深井戸

浅井戸

深井戸

浅井戸

≒2

　6。6

41．5

　4．3

　2．7

　3。6

36

水量
m3／d

n。f

I1。f

n．f

n．f

n．f

n，f

・n．f

n．｛

11．f

n．f

n，f

n・．f

n。f－

n．f1

2
n．f

n．f

11，一f

ガス量

m3／d

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0『l

　　　O　i

　　　O　　

　　　o　、

　　　0　　！

　　　　　　
　　　0

　　　　　　1
　　　0　　i

　O．05

　　　0　i

　　　O　l
　　　　　　l
　　　O　l

目測　　1
－0．06－1

　　　0．07［

水温及び
自噴状況
（f一自噴）

　　co

n．f’

裏0．7

i2，2
1’0．3

31．6

9．6

9．7

1，16

9．5

11．0

11．6

16．0

10．3

9．8

12．7

16．3・“f

7．4

10．0

11．7

・17．2

pH

6．8

6．4

6．4

6．6

6。4

6・3

6。6

6。4

7．7

6．1

7．5

6．6

6。4

6軌2

7．6

6．2

6。0

7。0

7。6

。HCO3

mg／L

CO2

mg／L
180　28．6

実10。5　　6．6
98．8』4，3

124　　，27づ5

755　　7。7

151　24．2

75．5F　5．5

69．7　15。4

151　　5／．5

40．719。8

£9　3．3

145　　6。6

124　　ig．5

34。8　11

87　　4．4

蛋7　　7．7

29　　6．1

122　　5．5

221・ （5，5）

歪炭酸溶存
CO壱　CH4
として目盛
mg／L　％
159

　86

　86

117・

　62

13言

　60

　66

岨14

　49

　24：・

111

io6

　36

　67

　42

　27

　94

（165）
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0．2

　0

　0

0．1

0，2

　0

　0

　0

　0

　9

4．1

0』5

　0

　0

4・。9

C1ノ

mg／L

備 考

148．21

62．ot

34．2

　75

49。3

工5．8

57．8

19．0、

34．2

－5．8

10．4

49．31
蔓6．ol

21。4

220．0

43。O　

　　　　l

46。OI

70qO

110．ol

　　　　1

、
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